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序　　文
京都市内には、いにしえの都平安京をはじめとして、数多くの埋蔵文化財包蔵地（遺跡）

が点在しています。平安京以前にさかのぼる遺跡及び平安京建都以来、今日に至るまで

営々と生活が営まれ、各時代の生活跡が連綿と重なりあっています。このように地中に埋

もれた埋蔵文化財（遺跡）は、過去の京都の姿をうかびあがらせてくれます。

公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、遺跡の発掘調査をとおして京都の歴史の解明

に取り組んでいます。その調査成果を市民の皆様に広く公開し、活用していただけるよう

努めていくことが責務と考えています。現地説明会の開催、写真展や遺跡めぐり、京都市

考古資料館での展示公開、小中学校での出前授業、ホームページでの情報公開などを積極

的に進めているところです。

このたび、道路整備工事に伴う平安京跡・御土居跡の発掘調査について調査成果を報告

いたします。本報告の内容につきましてお気づきのことがございましたら、ご教示賜りま

すようお願い申し上げます。

末尾になりましたが、当調査に際しまして多くのご協力とご支援を賜りました多くの関

係各位に厚く感謝し、御礼を申し上げます。

平成28年３月

公益財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　井　上　満　郎



例　　言

１	 遺　跡　名	 平安京跡・御土居跡　（文化財保護課番号　12Ｈ335）

２	 調査所在地	 京都市下京区郷之町ほか地内

３	 委　託　者	 京都市　代表者　京都市長　門川大作

４	 調 査 期 間	 2015年８月17日～2015年９月25日

５	 調 査 面 積	 約162㎡

６	 調査担当者	 近藤章子・金島惠一

７	 使 用 地 図	 �京都市発行の都市計画基本図（縮尺１：2,500）「五条大橋」を参考にし、

作成した。

８	 使用測地系	 �世界測地系　平面直角座標系Ⅵ（ただし、単位（ｍ）を省略した）

９	 使 用 標 高	 �T.P.：東京湾平均海面高度

10	 使用土色名	 �農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版　標準土色帖』に準じた。

11	 遺 構 番 号	 通し番号を付し、遺構の種類を前に付けた。

12	 遺 物 番 号	 通し番号を付し、写真番号も同一とした。

13	 本 書 作 成	 近藤章子

14	 備　　　考	 �上記以外に調査・整理ならびに本書作成には、調査業務職員及び資料業

務職員があたった。

（調査地点図）
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平安京左京八条四坊九町跡・御土居跡

１．調査経過（図１～６）
本調査は、崇仁北部第二地区区画整理事業（崇仁北部第四地区住宅地区改良事業）道路整備工事

に伴う発掘調査である。調査は京都市より委託を受け、京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化

財保護課（以下「文化財保護課」という）の指導の下、公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所（以

下「京都市埋文研」という）が実施した。調査地点は、平安京左京八条四坊九町跡及び御土居跡に

相当する。

九町では平安時代の文献史料による居住者は知られていない。南西約200ｍ地点での調査（図７

－44調査）では、平安時代や鎌倉時代の遺構・遺物が検出されており、当地でも遺構・遺物の検出

が想定された。また、御土居は豊臣秀吉により築造された、京都の周囲に巡らされた土塁と堀から

なる大規模施設である。御土居の一部は、江戸時代前期に付け替えられたとされ、当該地点で南北

方向から西折するとされる。西約120ｍ地点の調査（図７－70調査）では、付け替えられた東西方

－1－

図１　調査地位置図（１：2,500）
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図５　重機掘削風景（南から） 図６　調査風景（南東から）

図２　調査区配置図（１：800）

図３　調査前全景（東から） 図４　調査前樹木伐採風景（東から）



向を示す御土居の土塁基底部が検出されている。今回の調査では、平安時代から桃山時代の遺構の

ほか、御土居跡の検出を目的とした。

調査区は道路建設予定地内に設定した。東端部には障害物があったため、調査面積は約162㎡と

なった。調査は、重機掘削から開始した。残土は調査区北側に仮置きし、調査終了後、埋め戻した。

調査では、調査区中央付近で石垣など護岸施設、東半では池状遺構（絵図などによれば、高瀬川

の舟入の蓋然性が高い。以下「舟入」という）、西半では江戸時代の建物、園池などを検出した。

遺構の基盤層となる砂礫層は鴨川の氾濫堆積物である。堆積状況と下層遺構の有無を確認する

ため、調査区中央と西端で断割調査を行った。結果、遺構は検出できなかったが、中世から江戸時

代の遺物を採取した。調査は２面に分け、各調査面で図面類作成、全景・個別遺構写真撮影などを

行った。

調査の進展に伴い適宣、文化財保護課の臨検を受けた。また、当事業における検証委員である龍

谷大学の國下多美樹教授、同志社大学の若林邦彦准教授の視察を受けた。なお、調査中には付近住

民の方々の見学を随時受け入れた。

２．位置と環境

（１）遺跡の位置と環境

調査地点はJR京都駅烏丸口から北東へ約600ｍ、七条通の南、河原町通－須原通間に位置し、南

流する高瀬川に西接する。また、平安京内の南東部、左京八条四坊九町にあたり、九町内の中央、

東寄りに位置する。また、東方約600ｍの地点には鴨川が南流する。鴨川の西岸域は、氾濫原で砂

礫層が厚く堆積する地域である。

周辺には奈良時代以前の遺跡は知られていない。また、高倉小路以東の八条四坊七町から十六町

には平安時代の居住者を記述した史料はない
１）

。

一方、高倉通以西の三坊一帯には、平安時代後期から中世には、手工業者が多く居住する八条院

町や、七条町などが形成され、手工業生産や経済活動の一大拠点となる。

桃山時代には、豊臣秀吉による京都都市改造の一環として、天正19年（1591）に御土居が築造

される。調査地点は御土居外東辺部に位置する。御土居は、外敵からの防御と鴨川の水害から市街

地を守る施設として築かれた。範囲は、西は紙屋川、北は鷹ヶ峰、東は鴨川、南は九条で界され、

東西3.5㎞、南北8.5㎞、総延長22.5㎞に及ぶ。これにより、京都は洛中と洛外が明確に分けられる

こととなった。京内外の出入口となる開口部は、当初は十口あったとされる。

江戸時代になると、御土居は開口部の新設や土塁の削平また堀の埋め立てなどにより、姿を変え

ていく。東辺部では六条通－七条通間で御土居の付け替えがあったことが、江戸時代の古地図研究

などから指摘されている
２）

。寛永18年（1641）の東本願寺別邸である渉成園造営を契機として付け

替えられたと考えられている。北東から南西に斜行していた御土居は、渉成園敷地東側に南北方向

－3－



に付け替えられ、七条通の南側で西折し、高倉通付近で造営時の御土居に接続する。さらに、角倉

了以により慶長19年（1614）、御土居に沿って開削された高瀬川は、御土居付け替えと共に流路変

更がなされ、付け替え後の御土居東縁に沿って南流する。

江戸時代中期以降、河原町通から鴨川間の五条通－七条通の一帯では、新地開発を契機に、御土

居の土塁削平や鴨川河原地の集落立ち退きなどが行われた。六条村は、五条通－六条通間の河原地

に位置したが、宝永４年（1707）、七条通の南側に移転する
３）

。今回の調査地点は、六条村移転地に

位置する。

明治10年（1876）には、神戸－京都間に鉄道が開通し、現在の京都駅よりやや北側に初代京都

駅（七条停車場）が造られた。その後、路面電車、京阪電気鉄道なども開通した。交通・輸送手段

は鉄道へと移行し、高瀬川の水運機能は大正９年（1920）に終える。

（２）周辺の調査（図７、表１）

左京七条四坊五・六町、十一～十四町、八条四坊六～十一町、十四～十六町の調査について地点

図、一覧表を掲載した。立会・試掘調査のうち、遺構面まで達しない調査地点は省略した。

古墳時代以前では、八条四坊八町（70調査）の鴨川洪水砂礫層より、縄文時代中期前半・晩期の

土器が２点出土した。その他、明瞭な遺構・遺物は未検出である。

平安時代の遺構は、八条四坊七町（44調査）では、砂礫層上面で平安時代後期の遺構が検出され

た。

中世の遺構は、七条四坊十二町（18調査）、七条大路（23調査）、八条四坊七町（44調査）で検

出された。18調査では室町時代の遺物包含層、23調査では七条大路の路面がある。44調査では平

安時代の遺構が洪水層に覆われた上面で鎌倉時代の井戸が検出されており、鎌倉時代にも宅地化

した状況が確認された。

近世の遺構は、各地点で検出されている。御土居に関連する遺構は前掲の八条四坊八町（70調

査）で付け変えられた土塁の基底部が検出された。また、名勝渉成園内（38調査）では、池の中島

造成時の積土と渉成園造営前の鴨川の氾濫堆積層が検出されている。中島は築造時の御土居の名

残ともいわれており、検出された積土は土塁部分の可能性が考えられる。八条四坊七町（44・51調

査）では、旧高瀬川が検出された。

その他、砂礫層や流れ堆積層が各調査で検出され、鴨川の旧河道や洪水層と考えられる。
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図７　周辺調査位置図（１：2,500）
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表１　周辺調査一覧表
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３．遺　　構
調査区は東西約32ｍ、南北約５ｍ、現地表の標高は29.8ｍある。

調査は３面実施した。主な遺構には、西半部は近世の宅地、東半部は舟入がある。第１面はタタ

キ１の形成面で江戸時代末期、第２面はタタキ２の形成面で江戸時代後期から末期、第３面は舟入

の形成面で舟入は江戸時代後期から末期に埋没する。

（１）基本層序（図８・９）

西半部の層序は、西壁を基に述べる。地表下0.3ｍまで近代から現代盛土、0.45ｍまで近世焼土層

（図８－３層）、0.52ｍまでが近世のタタキ形成層（図８－５層、タタキ１）、0.58ｍまでが近世整地

層１（図８－６層）、0.65ｍまでが再び近世タタキ形成層（図８－８層、タタキ２）、0.9ｍまでが近

世整地層２（図８－９・10層）、1.35ｍまでが土壌化層（図８－11・12層）、1.35ｍ下は細砂・粗

砂・砂礫層の基盤層となる。砂礫層は断割調査により、標高26.35ｍ付近まで調査し、さらに下層

まで堆積することを確認した。砂礫層から中世と思われる土師器の小片が出土した。

東半部の層序は、調査区南壁の東半部の中央部を基に述べる。地表下0.5ｍまでは現代盛土、1.5

ｍまで焼け瓦・焼土・炭を多量に含む近世盛土（図９－１～６層）、以下、2.0ｍまでが池状堆積層

（図９－32～35層）、2.0ｍ以下が自然堆積層と（図９－41層）なる。

図８　西壁断面図（１：50）
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図９　南壁断面図（１：100）



（２）第１面（図10、図版１－１）

第１面は焼土層下の江戸時代末期から明治期の遺構面で、調査区西半の大部分で被熱痕跡を確

認した。主な遺構には礎石建物（建物１）、タタキ（タタキ１）、地鎮遺構（地鎮25）、土坑（土坑

１・２）、石垣（石垣20）などがある。建物１にはタタキ１を伴う。また、建物１に伴う整地層下

から獣骨・銭貨、銅製鋲が出土し、建物１建設時の地鎮遺構の可能性があり地鎮25とした。

建物１（図11）　南北１間以上、東西３間以上の礎石建物である。調査区西端で礎石建物に伴う

タタキ１を検出した。礎石は石１～５の５石を検出したが、建物規模は不明確である。礎石は、長

さ0.3～0.4ｍ、幅約0.2ｍある。礎石３・４の周辺にはにぶい黄褐色粘質土層が施される。礎石周

縁はこの粘土層に覆われており、建築造作時の整地層であることがわかる。タタキ１は、漆喰を用

い、厚さ２～８㎝、幅約１ｍ、長さ約５ｍあり調査区外へ広がる。

地鎮25（図12、図版２－１）　建物１に伴うにぶい黄褐色粘質土層中から獣骨、銭貨27枚、銅

製の鋲４点、泥面子３点がまとまって出土した。獣骨は一箇所に、周辺に銭貨や鋲などが分布す

る。銭貨は北宋銭１枚のほかは寛永通寳がある。泥面子は大黒天、俵、袋を模ったものである。こ

れらは礎石建物１建設に伴う地鎮を示すと考えられる。

土坑１　調査区西部で検出した平面形が方形の土坑である。検出規模は東西2.1ｍ、南北3.2ｍ以

上、深さ0.78ｍある。江戸時代末期の土器類、多量の焼瓦、炭・焼土が出土した。火災後の廃棄土

坑である。

土坑13（図13、図版２－２）　調査区西半の中央北端で検出した平面形が楕円形の石組土坑であ

る。石組の規模は、内法で長径1.1ｍ、短径0.4ｍある。長径0.3～0.45ｍの花崗岩と長径0.1～0.3ｍ

の河原石を積み上げる。石組北東部は残存状態が良好で６段分を検出したが、大半は上部が削平を

受け１～２段残存する。埋土上半から焼瓦・炭・焼土とともにガラス片が出土したが、掘形及び底

面からは、江戸時代末期の土器類が出土した。

石垣20（図14、図版３－１）　調査区中央で検出した南北方向の石垣である。長さ4.7ｍ検出し、

さらに調査区外へと続く。高さ約0.5ｍある。石垣は東面する。中央部は２～３段の石を積む。基

底石には長軸40～60㎝の石を使用し、基底石上に長軸10～30㎝の石を積む。石垣上面は、水平で

あることから、仕上げ面である。石垣背面は、裏込に径３～７㎝大の石を多量に詰め、石垣上面ま

で比較的精良な黄褐色砂で埋める。

なお、石垣直下及び石垣基底面外で杭跡を８箇所検出した。直下の杭跡間隔は約0.7ｍある。
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表２　遺構概要表
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図10　遺構平面図（１：150）
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図11　建物１実測図（１：50）
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図12　地鎮25実測図（１：20）

図13　土坑13実測図（１：50）
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図14　石垣20及び舟入６西護岸実測図（１：50）
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図15　建物２礎石６～９実測図（１：50）

図16　園池23実測図（１：50）



（３）第２面（図10、図版１－２）

第２面は、江戸時代後期から末期の遺構面で、主な遺構には礎石建物（建物２）、園池（園池23）

がある。

建物２（図15）　調査区西半で礎石群とタタキ２を検出した。礎石は石６～10の５石を検出した

が、柱筋や建物規模は不明確である。礎石は、長軸0.3～0.4ｍ、幅約0.2ｍある。調査区西端にタ

タキ２を伴う。タタキは漆喰を用い、厚さ２～６㎝、東西幅約1.１～2.0ｍ、長さ約５ｍあり調査区

外へ広がる。第１面のタタキ１とほぼ同じ位置にあり、建物１は、建物２の平面構造を踏襲してい

る可能性がある。

園池23（図16、図版２－３）　調査区中央南寄りで検出した不定形の園池で、側縁・底面とも漆

喰で塗り固める。北側は後世の遺構や攪乱により削平を受け、南側は調査区外へ広がる。検出面で

の規模は、掘形を含めると東西約3.4ｍ、南北約1.6ｍ、深さは西側が浅く、東側との高低差は約0.4

ｍある。漆喰厚は、側縁で約20㎝、底面で約10㎝ある。江戸時代末期の陶磁器類が多数出土した。

建物２に伴う園池と考えられる。

（４）第３面（図10）

第３面では、舟入６がある。開削時期は不明であるが、江戸時代後期から末期に埋没する。

舟入６（図14、図版３－２）　調査区東半で舟入を検出した。西端には、板を用いた護岸痕跡が

遺存する。確認したのは南北４ｍ以上、東西16ｍ以上、深さ0.6ｍで、北・南・東へは調査区外へ

広がる。埋土は主に黒褐色細砂～極細砂層、底面にシルト層が堆積する。底面南端は南側へさらに

落ち込む。褐灰色～黒褐色シルト層が堆積し、埋土からシカ骨が数本出土した。護岸掘形には３～

４層の細砂層と粘質土層を積み上げる。江戸時代後期以降の遺物が多数出土した。
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４．遺　　物

（１）遺物の概要

遺物は、整理箱で35箱出土した。遺物内容には土器・陶磁器類、土製品、石製品、金属製品のほ

か、瓦類、木製品、鋳造関係遺物、獣骨などがあり、大半は土器・陶磁器類が占める。時期は江戸

時代末期から明治時代のものである。土器・陶磁器類には土師器、須恵器、瓦器、焼締陶器、施釉

陶器、染付、磁器、輸入陶磁器などがある。土製品には伏見人形、泥面子など、石製品には五輪塔・

硯・砥石など、金属製品には銭貨・釘・鋲・煙管などがある。細片のものは図示していない。

なお、地鎮25には泥面子、銭貨・鋲、獣骨などがあり、各項で概説する。

（２）土器類（表４）

舟入６出土土器（図17）　１～７・９～12は肥前系の染付である。１～３は広東椀と呼ばれる高

い高台が付く器形である。見込にはすべて文様が描かれる。４はやや浅めの椀、見込は蛇ノ目釉剥

ぎが施される。５は蛇ノ目釉剥ぎ高台の皿、見込と高台内に手書きによる文様が描かれる。６・７

は筒型椀、６は石畳地文、７は矢羽文が体部外面全体に描かれる。７は蛇ノ目凹型高台、焼継ぎさ

れる。８は白磁の小椀、やや青みがかった釉薬が掛かり、丁寧に仕上げている。化粧道具の可能性

がある。９・10は蓋、10は口縁端部の２箇所に煤が付着しており、灯明皿に転用した可能性があ

る。11は蛸唐草文の仏飯器、高台内の刳り込みは浅い。12は瓶、肩部は蛸唐草文、胴部は草花文が

描かれる。13～21は京・信楽系の施釉陶器である。13は小杉椀と呼ばれる若松を錆絵により描く

小型の椀である。松は簡略化されている。14は京焼の青磁菊花型水滴、注口の周囲に辰砂を施す。

型作りで、胴部中央に合わせ目が残る。焼成は硬質である。15～17は灯火具である。16の灯明皿

受けの口縁端部には煤が付着する。18は土瓶蓋、捻り紐状のつまみが貼りつけられる。19・20は鉄

釉の鍋、20は片口である。21は白釉の鉢であるが、底部外面に煤が付着するため、煮沸具に転用さ

れたものである。また、高台中心部に径５㎜の孔が穿かれており、最終的には植木鉢として使用さ

れたと思われる。22は堺・明石系の焼締陶器擂鉢である。擂目は８条１単位である。23は瓦器の方
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表３　遺物概要表
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図17　舟入６出土土器実測図（１：４）



形火鉢、底部隅に脚部を貼り付ける。体部外面、口縁端部に列点文が施される。１・５・16は18

世紀末、それ以外は19世紀代の土器である。

園池23出土土器（図18）　24・25は肥前系の染付である。24は皿、見込に蛇ノ目釉剥ぎがみら

れる。25は蛸唐草文の花瓶、26～31は京・信楽系の施釉陶器、26・27は灯明皿、28は蓋物の蓋、

29～31は鍋、31は鉄釉、32～34は焼締陶器、32は匣鉢型の鉢で備前産である。体部外面に刻印が

ある。33は胎土が硬質な須恵質で、体部外面にヘラ描きによる文様と取手状の装飾が貼りつけられ

る。中位の鍔から下は露胎する。蓋受け部があるが器形は不明である。34は鉢、口縁端部は刻み

目、体部外面はヘラ描きと刻印により文様を描く。35は瓦器火鉢の脚部である。外面に朱漆が塗布

される。すべて19世紀代の土器である。

その他の遺構出土土器（図18）　36は肥前系の染付、合子の蓋である。攪乱から出土した。37は

焼締陶器の擂鉢、備前産である。擂り目は11本１単位である。扇型内に「上」字の刻印が底部外面

に押される。第２面包含層から出土した。
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図18　園池23・その他の遺構出土土器実測図（１：４）



（３）その他の遺物（表５）

土製品（図19・20）　土製品には伏見人形、ミニチュア製品、泥面子などがあり、施釉も含むが、

この項で概説する
４）

。

土１～３は小型の泥面子、土１は大黒天、土２は俵、土３は袋である。３点は地鎮25でまとまっ

て出土し、一括品であろう。

土４はミニチュアの急須、緑釉が施される。土５は鯉型の土鈴、鱗や尾ひれなど細かく表現され

る。土６は狛犬型。頭部を欠損、型作りで、中実である。土７は鳩笛。土８～15は泥面子。土８～

13は家紋で、土８は重ね扇文、土９は二引両文、土10は木目槌文、土11・12は三つ銀杏文、土13

は鶴文。土14は「め」字、土15は不明である。土４～６、８～10は舟入６から、土７・11～15は

園池23から出土した。
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図19　土製品拓影・実測図（１：２）



石製品（図20・21）　石１は砥石、両面に使用痕がある。

色調は黄褐色を呈し、きめが非常に細かく、硬質である。

角部は面取りを施し、側面全面に漆が塗布される。顕微鏡

による観察では漆の下地に格子状の繊維が見られる。石材

は鳴滝石と呼ばれるもので、仕上げ砥石では最上のものと

して知られる。整地層から出土した。

銭貨（図22）　銭貨は27枚出土した。破損、腐食が著し

いものを除き地鎮25から出土した19枚を掲載した
５）

。金１

は「天聖元寳」（初鋳1023年、北宋）、他は「寛永通寳」で

ある。金２・３は古寛永と呼ばれる寛永13年～万治２年

（1636～1659）に鋳造されたもの、金４～６は文銭と呼ば

れる背面上部に「文」字があるもので、寛文８年～天和３

年（1668～1683）に鋳造された。金７～10は径2.4㎝、金

11～15は径2.3㎝、金16～19は径2.2㎝である。

金属製品（図22）　金20～23は銅製の鋲、４本出土し

た。頭部には鍍金痕が残る。地鎮25から出土した。

獣骨　獣骨は地鎮25、舟入６から出土した。分析の結

果、いずれもシカ骨と判明した。
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図22　銭貨拓影、金属製品実測図（１：２）

図20　砥石実測図（１：４）

図21　砥石

石１



５．ま と め
今回の調査では、調査区の東半で高瀬川の舟

入を、西半で江戸時代後期から末期の建物など

を検出した。江戸時代後期以前の明瞭な遺構は

検出していないため、江戸時代後期から宅地と

しての利用が始まったと考えられる。

また、調査区の西端で御土居の一部を検出で

きる想定をしたが、調査では未検出であった。

『六条・七条新地絵図
６）

』、『大仏柳原庄田畑際目之

図
７）

』などから御土居は調査地点の北側に位置す

る可能性が高い。

高瀬川の舟入は『六条・七条新地絵図』の相

当位置に当該施設が描かれている。絵図によれ

ば、今回の調査地点である高瀬川の七条通南西

側に、高瀬川からつづく入江表現があり、「舟

入」と記されている。本調査で検出した池状遺

構（舟入６）は、この絵図に示された「舟入」の

一部と考えられる。天保２年（1831）、慶応４年

（1868）、明治２年の絵図には、高瀬川から御土

居に向かって東西方向の水路状記載がある。明

治４年の絵図（図24）には「船入」が、明治６

年の地籍図『山城国愛宕郡第六區柳原庄円之六

条村』にも「入江」が描かれている。調査で検

出した舟入６とは若干位置がずれ小規模である

が、明治時代初頭までは「入江」状の施設が存

在したことがわかる。また、明治６年（1873）７

月「柳原庄元船御番汀地組込につき願書」に添

付された絵図には「船廻し」が描かれる
８）

。

一方、現在の高瀬川は敷設当初のものではな

く、17世紀中頃に御土居とともに付け替えられ

たものと考えられている。元和６年（1620）あ

るいは寛永元年（1624）の作画とされる『京都

図屏風
９）

』や『寛永十四年洛中絵図
10）

』などの江戸

時代初頭の絵図によると、現在の六条河原町通
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図23  調査区及び現高瀬川東西方向断面図（１：200）



の交差点から七条高倉通までの区間の御土居は、北東から南西方向に斜行して描かれている。これ

が築造当初の御土居と考えられえる。しかし、これ以降の絵図に描かれる同区間の御土居は位置を

変える。元禄15年（1702）作成の『京都総曲輪御土居絵図
11）

』では、六条河原町以南の御土居は、河

原町通－高瀬川間を南下し、七条通の南側で西折して七条高倉通付近で築造当初の御土居に繋が

る。従って、17世紀中頃に御土居が付け替えられたことがわかる。付け替えは、寛永18年（1641）

に造営された渉成園の造営に伴うもので、それまで御土居外縁に沿って流れていた高瀬川も現在

の位置に付け替えられたと考えられている
12）

。寛永18年以降に高瀬川が付け替えられたとすれば、

今回検出した舟入６の構築も寛永18年以降となろう。

調査区西半では、江戸時代後期の整地層とそれに伴う建物を検出した。宝永４年（1707）五条－

六条間の鴨川河原付近に存在した六条村は、領主である妙法院から移転を命じられ、調査地点周辺

に移る。従って、検出した整地層と建物は、この六条村移転を示す遺構と考えられる。六条村は、

公役である刑警吏と皮革業という安定した仕事をもち、村は庄屋にあたる年寄により厳しい統制

がされていた。移転にあたり村から出した条件の中には、移転先が窪地で水が付きやすいため、３

尺の地上げを行うことが挙げられており、そのため妙法院が土入れを行ったことが史料に記され

ている
13）

。

江戸時代後期の整地層は、厚さが３尺には満たないが、土入れに相当するものと考えられる。ま

た石垣20は、建物２から建物１への建て替えなどを契機として、さらに積土が施される整地層の

－24－

図24　明治４年調査地付近図
（『明治４年　六条村絵図』トレース図を元に、加筆・修正した。）



土留ないし宅地境界の明示のために構築されたものと考えられる。それを裏付ける遺構として石

垣直下の杭がある。杭の機能には２種が想定できる。一つは石垣敷設時の沈下防止用の下部構造、

一つは石垣敷設前の宅地開発時の地上げに伴う護岸施設などが想定できる。

柳原銀行記念資料館館長の山内政夫氏には、資料の提供、ならびに様々なご教示を得た。記して

謝意を表する次第である。
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表４　土器類一覧表
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表５　その他の遺物一覧表
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図
版
１　

遺
構

１　第１面全景（西から）

２　第２面西半全景（西から）



図
版
２　

遺
構

１　地鎮25遺物出土状況（南から）

２　土坑13（南から） ３　園池23（北から）



図
版
３　

遺
構

１　石垣20（北東から）

２　舟入６（南西から）
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